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い
て
も
常
に
世
界
を
意
識
し
た
教
育
を
行
い
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
ま
す

ま
す
進
展
す
る
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。
薬
学
部
に
お
い
て
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
確
か
な
英
語
運
用
能

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
多
様
な
文
化
を
理
解
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
を
世
に
送
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
特
色

女
子
大
学
は
人
文
科
学
系
、
社
会
科
学
系
、
芸
術
学
系
、
情
報
学
系
、

家
政
学
系
、
栄
養
学
系
の
学
部
学
科
を
有
し
、
多
様
な
分
野
の
科
目
を
履

修
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
薬
学
部
の
専
門

教
育
に
お
い
て
も
、
現
象
面
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
常
に
原
理
的
、
根
源
的
な
も
の
の
見
方
を

徹
底
さ
せ
、
専
門
の
知
識
・
技
能
を
、
応
用
力
を
も

っ
て
正
し
く
実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
真
の

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

充
実
し
た
実
務
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
育
課
程
は
、
女
子
大
学
が
掲
げ
る
キ
リ
ス
ト
教

主
義
、
国
際
主
義
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
を
ベ

ー
ス
に
、
有
機
化
学
・
分
析
化
学
・
生
物
学
・
衛
生

化
学
な
ど
の
薬
学
基
礎
科
目
、
薬
の
作
用
や
効
果
的

な
使
用
法
な
ど
実
験
を
交
え
て
学
ぶ
薬
理
学
・
薬
剤

学
・
医
療
薬
学
な
ど
の
薬
学
専
門
科
目
、
そ
し
て
得

た
知
識
を
実
際
の
医
療
現
場
や
薬
局
で
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
病
院
・
薬
局
実
務
実
習
な

ど
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
師
国
家
試

験
を
念
頭
に
お
い
た
「
薬
学
特
別
演
習
」
で
は
、
薬
学
部
で
の
専
門
教
育

の
総
ま
と
め
を
行
い
、
卒
業
年
次
に
全
学
生
が
薬
剤
師
国
家
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

様
々
な
分
野
へ
の
女
性
の
社
会
進
出
が
盛
ん
な
現
代
に
お
い
て
、
医
薬

品
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
疾
病
の
治
療
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
予
防
に
も

寄
与
し
て
地
域
社
会
の
健
全
・
健
康
な
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
の
熱
い
思

い
を
抱
く
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
薬
学
部
開
設
の
願
い
で
す
。

女
子
大
学
は
２
０
０
５
年
４
月
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
薬
学

部
医
療
薬
学
科
（
入
学
定
員
１
２
０
名
）
を
開
設
す
る
予
定
で
、
現
在
、

設
置
認
可
申
請
中
で
す
。

求
め
ら
れ
る
実
力
派
薬
剤
師

医
療
が
高
度
化
す
る
と
と
も
に
医
薬
分
業
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
現

代
に
お
い
て
、
薬
剤
師
に
は
、
病
棟
に
お
け
る
服
薬
指
導
、
薬
歴
管
理
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
有
効
か
つ
安
全
な
薬
物
療
法
の
提
供
、
医
薬
品

情
報
の
吟
味
と
伝
達
や
治
験
の
推
進
と
い
っ
た
業
務
の
高
度
化
が
よ
り
一

層
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
薬
学
教
育
に
お
い
て
は
、
病
院
や
薬
局
で
働
く
薬
剤
師
の

養
成
に
加
え
て
、
医
薬
品
の
創
製
に
関
わ
る
基
礎
研
究
、
医
薬
品
開
発
、

医
薬
品
製
造
に
従
事
す
る
研
究
者
・
技
術
者
、
衛
生
化
学
や
薬
事
行
政
従

事
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
医
療
全
体

に
対
す
る
一
層
の
質
の
向
上
と
改
善
が
求
め
ら
れ
、
特
に
医
療
人
と
し
て

の
質
の
高
い
薬
剤
師
養
成
に
対
す
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
女
子
大
学
で
は
医
療
現
場
に
お
い
て
医
師
、
看
護
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
等
と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療
の
一
翼
を
担
い

う
る
真
に
質
の
高
い
実
力
の
あ
る
薬
剤
師
を
主
と
し
て
養
成
し
ま
す
。

同
志
社
ら
し
さ
を
生
か
し
た
薬
学
教
育

①
医
療
薬
学
科
と
し
て
の
特
色

特
に
医
療
系
・
臨
床
系
の
科
目
を
多
く
配
置
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
高

度
化
お
よ
び
医
薬
分
業
の
進
展
に
対
応
し
、
医
療
人
と
し
て
の
高
い
専
門

知
識
と
技
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
医
療
倫
理
を
身
に
つ
け
、
チ
ー
ム
医

療
に
お
い
て
十
分
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
医
療
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
や
患
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
優
れ
た
薬
剤
師
を
養
成
し
ま
す
。

②
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
特
色

建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
よ
り
、
豊
か
な
人
間
性

を
持
っ
た
薬
剤
師
を
養
成
し
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
標
榜
す
る

本
学
と
し
て
、
医
療
倫
理
・
生
命
倫
理
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
を
持
ち
、

使
命
感
を
持
っ
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
薬
剤
師
を
養
成
し
ま
す
。

③
国
際
主
義
教
育
の
特
色

女
子
大
学
は
国
際
主
義
教
育
を
標
榜
し
、
既
存
の
各
学
部
・
学
科
に
お

キリスト教主義教育　リベラル・アーツ教育 

国際主義教育・英語能力 

薬学基礎教育 

薬学専門教育 

医療薬学教育 

病院・薬局実習 

質の高い優秀な薬剤師 

倫理観・使命感 

コミュニケーション能力 

高い専門性 

豊かな人間性 
幅広い教養 

■同志社女子大学　薬学部医療薬学科の特色　概念図

治
療
・
健
康
に
熱
い
思
い
を
抱
く
薬
剤
師
を
育
成

―

女
子
大
学
が
薬
学
部
を
開
設

―
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れ
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
デ
ー
タ
を
正
し
く
収
集
し
、
保
存
し
、
必
要
な
デ

ー
タ
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
新
し
い
情
報
や
知
識
を
つ
く
り
出
す

た
め
に
必
要
な
収
集
・
検
索
・
分
析
な
ど
の
基
本
的
な
技
法
を
知
識
だ
け

の
修
得
で
な
く
、
演
習
な
ど
の
実
体
験
を
通
じ
て
習
熟
さ
せ
ま
す
。
三
、

四
年
次
に
は
展
開
的
な
科
目
を
配
置
し
、
一
年
次
よ
り
積
み
上
げ
て
修
得

し
て
き
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
諸
手
法
で
、
実
際
の
文
化
現
象
を
解
明

す
る
能
力
を
養
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
も
、
専
門
分
野
を
異
に
す
る
複

数
の
教
員
と
学
生
が
共
同
で
展
開
す
る
実
践
的
な
演
習「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
本
学
部
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
演
習
で
、
多
様

な
価
値
観
や
考
え
方
を
持
つ
人
と
の
連
携
・
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
視
野
と
判
断
力
が
養
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
年

横
断
的
に
学
生
を
同
一
グ
ル
ー
プ
に
所
属
さ
せ
る
「
コ
ロ
キ
ア
ム
」
も
特

色
の
一
つ
で
す
。
こ
の
科
目
は
、
一
年
次
生
に
は
、
研
究
の
進
め
方
や
問

題
解
決
の
方
法
な
ど
を
知
る
機
会
と
な
り
、
三
年
次
生
に
は
、
研
究
テ
ー

マ
の
発
見
と
具
体
的
発
想
の
披
露
の
場
と
な
り
、
四
年
次
生
に
は
研
究
の

発
表
の
場
と
な
り
、
同
時
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
研
鑽
の
場
と

も
な
り
ま
す
。
学
年
を
越
え
た
研
究
交
流
を
行
い
、
自
ら
の
考
え
方
を
主

張
し
、
行
動
で
き
る
心
豊
な
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

文
理
融
合
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア

本
学
部
の
よ
う
な
文
理
融
合
型
の
教
育
研
究
を
行
う
学
部
は
、
他
大
学

に
も
少
な
く
、
開
設
後
も
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
避
け
得
な
い
多
く
の
課
題

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
教
員
、
職
員
と
も
力
を
あ
わ
せ
本
学
部
が
文
理
融

合
型
の
高
等
教
育
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

試験日 教　科 科　　　目
外国語 英語Ⅰ，英語Ⅱ，リーディング，ライティング

全 学 部 国　語 国語Ⅰ，国語Ⅱ
同一日程 2月4日（金） 地　歴 日本史Ｂ，世界史Ｂ，現代社会，政治・経済，
入　　試 公　民 数学Ⅰ・数学Ａ（数と式および数列）・数学Ⅱ・数学Ｂ

数　学 （ベクトルおよび複素数と複素平面）から１科目
外国語 英語Ⅰ，英語Ⅱ，リーディング，ライティング

Ａ 方 式 2月6日（日） 国　語 国語Ⅰ，国語Ⅱ
数　学 数学Ⅰ・数学Ａ（数と式および数列）
外国語 英語Ⅰ，英語Ⅱ，リーディング，ライティング
国　語 国語Ⅰ，国語Ⅱ

Ｂ 方 式 2月8日（火） 地　歴 日本史Ｂ，世界史Ｂ，政治・経済，公　民 数学Ⅰ・数学Ａ（数と式および数列）から１科目数　学

あ
る
個
別
的
・
人
間
的
な
発
想
法
と
科
学
技
術
の
根
底
に
あ
る
普
遍
的
・

論
理
的
な
思
考
法
の
双
方
を
兼
ね
備
え
た
柔
軟
な
発
想
能
力
を
持
ち
、
高

い
倫
理
観
と
責
任
感
を
有
す
る
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
演
習
と
コ
ロ
キ
ア
ム

文
化
情
報
学
部
で
は
、
複
雑
で
多
様
な
文
化
的
諸
現
象
を
読
み
解
く
能

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
多
く
の
演
習
科
目
を
設
置
し
、
基
礎
学
力

の
修
得
に
役
立
て
る
と
共
に
、
応
用
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
一
年
次
に
文
化
情
報
学

に
関
係
す
る
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
科
目
」
を
履
修

さ
せ
学
生
の
知
的
好
奇
心
を
喚
起
し
、
学
問
的
興
味
を
持
た
せ
、
学
習
の

動
機
付
け
に
役
立
た
せ
ま
す
。
ま
た
、
導
入
的
な
科
目
を
設
置
し
、
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
現
象
を
理
解
す
る
面
白
さ
と
必
要
性
、
文
化
と
言
語
お
よ
び

情
報
に
お
け
る
普
遍
性
と
個
別
性
を
め
ぐ
る
課
題
に
学
生
を
誘
い
、
自
ら

が
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
作
り
出
し
ま
す
。
二
、
三
年
次
に
は
、
基
幹
的

な
科
目
を
配
置
し
、
文
化
・
言
語
・
情
報
の
分
析
手
法
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
礎
を
修
得
し
ま
す
。
特
に
、
文
化
と
言
語
お
よ
び
情
報
に
含
ま

同
志
社
大
学
と
し
て
は
９
番
目
の
学
部
と
な
る
「
文
化
情
報
学
部
」
が
、

設
置
認
可
申
請
書
類
の
提
出
を
終
え
２
０
０
５
年
４
月
に
開
設
さ
れ
る
予

定
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
京
田
辺
の
地
に
「
文
化
情
報
学
部
」
が
入
る

夢
告
館
も
建
築
中
で
す
。
１
学
部
１
学
科
、
教
員
25
名
、
入
学
定
員
２
５

０
名
の
新
学
部
は
、
文
理
融
合
型
の
教
育
を
試
み
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
学

部
で
す
。

文
化
情
報
学
部
と
は
？

文
化
情
報
学
部
で
は
、
人
間
の
精
神
的
・
知
的
活
動
の
表
現
と
し
て
の

「
文
化
」
に
つ
い
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
様
々
な
分
析
手
法
を
駆
使
し
て

深
く
研
究
し
、文
化
の
基
底
に
あ
る
人
間
の
本
質
の
理
解
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
文
化
の
諸
現
象
に
関
す
る
深
い
知
識
、
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
現
象
の
理
解
を
試
み
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
な
ど
、
人
文
・
社

会
科
学
系
と
自
然
科
学
系
の
異
な
る
学
問
分
野
の
知
識
を
有
機
的
に
結
合

さ
せ
た
新
た
な
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
的

な
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学
問
対
象
に
、
自
然
科
学
的
な
研
究
手
法
を
融

合
す
る
な
ど
の
学
際
的
な
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時

代
が
求
め
る
新
た
な
学
問
分
野
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
文
化
の
背
後
に

■文化情報学部の概要（予定）
学 部 名：文化情報学部
構　　成：文化情報学科（1学科制）
開　　設：2005年4月
学　　位：学士（文化情報学）
入学定員：250名
専任教員：25名
校　　地：京田辺校地

■入試概要（予定）

文化情報学部の文理融合型教育体系 

情報解析 言語解析 

文化解析 

データサイエンス 

文
理
融
合
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
め
ざ
し
て

―
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
文
化
情
報
学
部
を
開
設
―
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文
化
・
社
会
の
活
性
化
に
向
け
て

―
文
学
部
・
文
学
研
究
科
改
組
・
再
編
―

社
会
学
部
で
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ヤ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
設
置
し
て
１
年
次
生

を
よ
り
早
く
大
学
で
の
学
習
レ
ベ
ル
に
導
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

学
部
共
通
必
修
科
目
を
設
置
し
て
社
会
学
部
学
生
に
は
共
通
に
持
っ
て
ほ

し
い
知
的
基
礎
力
を
求
め
ま
す
。

主
な
入
試
改
革
と
し

て
は
、
社
会
学
部
社
会

福
祉
学
科
が
高
校
の
福

祉
科
等
学
習
者
に
推
薦

選
抜
入
試
の
道
を
拓
き

ま
す
。
教
育
文
化
学
科

は
他
の
社
会
学
部
の
学

科
同
様
に
ス
ポ
ー
ツ
推

薦
選
抜
入
試
を
実
施
し

ま
す
。

一
般
選
抜
入
試
で
は

全
学
的
に
文
系
学
部
の

複
数
回
受
験
が
導
入
さ

れ
ま
す
の
で
、文
学
部
、

社
会
学
部
と
も
本
学
へ

の
入
学
を
希
望
す
る
受

験
生
に
多
数
の
受
験
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。学

部
の
改
組
・
再
編

に
合
わ
せ
て
、
大
学
院

学
部
の
規
模
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
学
生
定
員
に
つ
い
て
は
、
社
会

学
部
で
若
干
の
収
容
定
員
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
員
数
は
、
大
学

の
教
員
増
員
計
画
に
よ
り
文
学
部
・
社
会
学
部
合
わ
せ
て
16
名
の
増
加
と

な
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
教
育
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
志
社
大
学
文
学
部
は
１
９
２
０
年
の
大
学
令
に
よ
る
大
学
の
改
編
以

来
80
年
を
越
え
る
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
間
、社
会
的
要
請
に
応
え

各
学
科
・
専
攻
の
研
究
・
教
育
活
動
を
深
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
組
織
は
一

層
専
門
分
化
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
数
や
教
員
数
を
含
め
て
考
え
ま
し
て

も
組
織
の
肥
大
化
と
硬
直
化
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
対
外
的
に
見

ま
し
て
も
学
部
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
意
識
と
大
学
改
革
の
危
機
意
識
か
ら
、
１
９
９
４
年
以

来
改
組
・
再
編
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
今
回
の
改
革
に
な
り
ま
し
た
。

改
組
・
再
編
に
当
っ
て
、
文
学
部
、
社
会
学
部
と
も
学
位
の
名
称
を
学

科
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
に

お
い
て
教
育
課
程
を
見
直
し
ま
し
た
。
導
入
教
育
、
少
人
数
教
育
は
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
科
目
設
置
に
工
夫
を
加
え
、

学
生
の
科
目
選
択
幅
も
広
が
り
ま
す
。
コ
ー
ス
制
を
設
け
る
学
科
も
あ
り

ま
す
。
主
専
攻
・
副
専
攻
の
導
入
は
２
学
部
そ
れ
ぞ
れ
に
導
入
し
ま
す
。

２
０
０
５
年
４
月
、
文
学
部
を
改
組
・
再
編
し
、
図
１
の
と
お
り
、
文

学
部
と
社
会
学
部
の
２
学
部
に
改
編
さ
れ
ま
す
。

組
織
面
で
の
一
番
大
き
な
変
更
点
は
、
従
来
の
専
攻
ユ
ニ
ッ
ト
を
基
本

に
し
て
組
み
替
え
、
専
攻
組
織
が
学
科
組
織
に
変
わ
る
こ
と
で
す
。
社
会

学
部
は
、
従
来
の
社
会
学
科
４
専
攻
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
組
み

合
せ
に
は
文
化
学
科
教
育
学
専
攻
が
加
わ
り
ま
す
。

文
学
研
究
科
も
図
２
の
と
お
り
２
０
０
５
年
４
月
か
ら
文
学
研
究
科
と
社

会
学
研
究
科
に
改
組
・
再
編
さ
れ
ま
す
。

大
学
院
は
学
部
組
織
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
育
学
専
攻
が
学

部
と
同
様
に
社
会
学
研
究
科
に
移
行
し
ま
す
。
産
業
関
係
学
専
攻
に
は
博

士
後
期
課
程
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
文
学
研
究
科
、
社
会
学
研
究
科
と
も
一

部
の
専
攻
で
は
名
称
変
更
が
行
わ
れ
ま
す
。
変
更
後
の
名
称
で
は
、
哲
学

専
攻
（
以
上
、
博
士
後
期
課
程
の
み
）、
英
文
学
・
英
語
学
専
攻
、
美
学

芸
術
学
専
攻
、
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
・
後
期
課
程
と
も
）

が
新
し
い
専
攻
名
称
で
す
。

今
回
の
組
織
変
更
を
通
じ
て
、
文
学
部
と
社
会
学
部
が
、
ま
す
ま
す
世

界
的
に
、
よ
り
日
本
・
京
都
的
な
視
野
を
も
っ
て
文
化
・
社
会
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
く
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

図1　新しい文学部と社会学部の構成 
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現　　行 改組・再編後 
文学部 文学部 

社会学部 

博士前期課程 博士後期課程又は修士課程

哲学専攻 哲学および
哲学史専攻

英文学専攻 英文学専攻

社会福祉学 社会福祉学
専攻 専攻
文化史学 文化史学
専攻 専攻

心理学専攻 心理学専攻

国文学専攻 国文学専攻

新聞学専攻 新聞学専攻

美学および 美学および
芸術学専攻 芸術学専攻

教育学専攻 教育学専攻

社会学専攻 社会学専攻

産業関係学
専攻

博士前期課程 博士後期課程

哲学専攻 哲学専攻

英文学・ 英文学・
英語学専攻 英語学専攻
文化史学 文化史学
専攻 専攻

心理学専攻 心理学専攻

国文学専攻 国文学専攻

美学芸術学 美学芸術学
専攻 専攻

博士前期課程 博士後期課程

社会福祉学 社会福祉学
専攻 専攻
メディア学 メディア学
専攻 専攻

教育学専攻 教育学専攻

社会学専攻 社会学専攻

産業関係学 産業関係学
専攻 専攻

図2 文学研究科の改組・再編
文学研究科 文学研究科

社会学研究科

a
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表1 文学部、社会学部の規模 （注）教員数に任期付教員は除く。

現　行 改組・再編後
学位名

入学定員 収容定員 教員数 入学定員 収容定員 教員数

英文学科
昼間主 290 1,160

25
290 1,160

26 英文学
夜間主 30 120 30 120

哲学科 57 228 8 57 228 8 哲学
心理学科 62 248 8 62 248 8 心理学
美学芸術学科 58 232 6 58 232 7 美学芸術学
文化史学科 107 428 13 107 428 13 文化史学

国文学科
昼間主 88 352

10
88 352

11 国文学
夜間主 30 120 30 120

合　計 722 2,888 70 722 2,888 73
社会学科 72 288 7 80 320 8 社会学
社会福祉学科 73 292 8 90 360 9 社会福祉学
メディア学科 72 288 7 80 320 8 メディア学
産業関係学科 73 292 7 80 320 8 産業関係学
教育文化学科 58 232 9 60 240 9 教育文化学

合　計 348 1,392 38 390 1,560 42
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部
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